関東学生アーチェリー連盟
２０２１年度　　男女リーグ戦
ＤＯＳ　実施要項
関東学生アーチェリー連盟
競技委員会
試合開始前
（1） 集合時間（未定）になったら放送が流れます。『ただいまより2021年度リーグ戦を行います。』（放送が流れます）（この時には的の準備が完了し、選手は着替えて道具を所持し、試合を始められる状態になっていること。）
（2） 『それでは用具検査を行います。A立ちは3mライン、B立ちはSLでお待ちください。』（放送で流れます）
この際、選手は必ず一番上に上下ともにユニフォームを着用した状態で整列させる。ユニフォームが統一されてない者は失格となる。男子は６名、女子は４名の統一がないときは、そのチームは失格となる（下衣も全て統一です。）。
（3） 選手確認
立会い員は選手の名前を、用具検査と同時に確認する。
（4） 用具検査
用具検査は立会い員と役員が行います。
· 矢のイニシャル（使用する矢の全てに記されているか）を確認する。
· 矢の統一がなされているか。（ベイン・ノックの色や種類）
· 矢にクラック（ひび割れ）などはないか。（ある場合はクィーバーから抜く）
· ダブルサイトになっていないか。
· タブ（変な細工をしていないか、手のひらからはみ出していないか）
・（選手が競技中に替え弦・替えタブを使用する場合は、確認すること）
（９）開始通告
DOSが連絡いたします。
試合中
・基本的な進行については、連盟で行います。
『ピーッ、ピーッ（２声）。50M試射　ピーッ（１声）。』
タイマーの秒数が残り10秒になったら立ち上がり、選手のリリースが見える位置まで移動する。（試射では不要）
『ピッ、ピッ　ピーッ（笛３声）。』
　選手がある程度、的の方向へ進んだら、他の審判員と一斉に前進する。
　戻る際は、必ず選手より後ろを歩き、安全を確認しながら戻ること。全選手がWL後方へ戻ったことを確認し、椅子へ戻り、次の行射が始まる。
· 試射はＡ行射 矢取り、Ｂ行射 矢取りで行う。以降、50MはＡＢ行射－ＡＢ行射 矢取り、ＢＡ行射－ＢＡ行射 矢取りで1回目～最終回。30ＭはＡＢ行射 矢取り、ＢＡ行射 矢取りで１回目～最終回を行う。
· 50Mと30Ｍの間に休憩をはさみます。DOSの指示に従ってください。
試合終了後
（1） 選手から記録用紙を回収する。回収後は変更等できないため、選手に必ず念入りに確認してもらうこと。
（2） 午後の立会員は、射場の片づけを手伝って頂きます。
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